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（様式第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 市負担・申請者負担 ）

公共汚水ます設置位置申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　（宛先）流山市上下水道事業管理者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　申 請 者 氏　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ

　公共下水道事業による公共汚水ますの設置場所について、下記のとおり申請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　公共汚水ますを設置する土地の所在地

　　　　流山市

　２　土地の状況

　　　(１)　土地面積　　　　　　　㎡　（　　　　　）坪

　　　(２)　建物の有無　（　有・無　）

　　　(３)　建物の用途（該当するものを〇で囲って下さい。）

　　　　　　（　一般住宅・会社事務所・工場・店舗・アパ－ト・その他　）

　３　設置位置

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　 凡例　◎公共汚水ます　〇便所　△浴室　□台所排水口等

　　注）移設及び構造変更については、本様式の「設置」を「移設」又は「構造変更」　　　と読み替えるものとする。

※施工業者の方は、必ず裏面をお読み下さい。
公共汚水ます及び取付管の工事に係る注意事項

流山市上下水道局では、「流山市公共汚水ます設置等に関する要綱」に基づき、民間事業者に公共汚水ます及び取付管工事を施工して頂く場合があります。

ところが、取付管工事施工時における支管取付部の接着不良等、不適切な取付方法により、適切な品質の確保ができない事例が散見され、この場合、施工不良に起因して下記の障害が発生することが考えられます。

・地下水等不明水が侵入することによる終末処理場の処理能力オーバー

・土砂が管内に侵入することによる道路陥没

・根が管内に侵入することによる管づまり

このことから、施工時には下記について厳守頂きたいと考えております。

記

１　本管の削孔は余分に行わず、適切な削孔径で行うこと。また、削孔状況を写真撮影し、提出すること。

２　塗付部は支管本管部共にあらかじめウェス等で清掃すること。清掃状況を写真撮影し、提出すること。

３　取付管と本管の接続部に使用する支管内面には、塩ビ管もしくはヒューム管用接合剤を製品毎のメーカー推奨使用量、塗布方法で塗ること。使用前と使用後の接合剤を接合剤名が分かるように写真撮影し、提出すること。塗付後の支管を写真撮影し、提出すること。
４　接続部の支管を取り付けた後には、なまし鉄線（12番程度（2.6mm程度））もしくは、ステンレスバンドで充分に締め付け、固着を補助すること。結束部を写真撮影し、提出すること。

５　取付管の埋戻しにおいては、改良土にて、管上30cmまで人力転圧とし、その上からは20cm毎に舗装面まで機械転圧すること。転圧状況が分かるように、各層転圧後、写真を撮影し、提出すること。
※なお、掘削深さが1.5mを超える場合には、適切な手順で適切に仮設を行うこと。仮設状況を写真撮影し、提出すること。また、取付管同士の間隔は1m以上離した位置とする。

上記事項について守って頂けない場合には、工事のやりなおし、もしくは以後の工事を認めない場合があります。
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